
桂三量生活費豊かにする l開もりの創造ど撮諒する力もつ生徒

一中学3年「年金制度三事例と！ノた性議保障制誌のL< .=z,,Jの長暗からー

； 単元り？私らい

ンよザす、べての経済活動を市場の働きだりに任せ℃おぞこ土がヤきないのか司国竺j生J犬と子宮祉の向

上を図るために，国や地方公共団体の役割l，財政の仕留jラ租税の；意義を理解し，：か云高品社ぷの特

色をZ音まえながら，これから必福包予士会の目指すバき方向を考えるιとがで，＝，： る一

」 皮棄の溝懇

：：）チどものとらえについて

公民的分耳専の導入では，現代社会の特色という単元壱学習した。そこでは3 グ1ゴーパル社会，少

子高齢社会，情報社会の5つむ社会の特色を取り上げた。生1ffは，少子高齢社会の問題の 1うとし

て。「人つ減／かを考えるとう財源的に現行年金制度は破綻しでいないのかJ，「白分たちが保険料を

支払うても，自分たちが公的年金もらえろ気がしかしリとし1う不安をもっていた。生誌たちはっ将

* ./'' <!) ~l：金叫度ヘ不安を高めていた。またラ生お保護制度vC 見られノる註会侭障制度の矛盾に気付き

めていた。だからこそ社会を見麗し，自分たもの年活を向上さ、でて1；＼ころとする姿が見えた。き

らに生活保護を受けている国民が賀沢な生活なしでいる報道に憤慨し，不当に事実なのか土いう確

たい志歓も高かった。ただ，追求を喜めるための知識に偏りがあるととも羽らかになった。

すた5 空014年4月に消費税は 5号もから 8%へ引き二十げちれt:_ori会保障制度の一層の禿実を図る

ため¢引きょげは2 生佐の日常生活にダイレクトに影響している。国や地方公共同体fj:, 21世紀の

Hf11社会の日指す方向性を模索している。だからとそ，将来を見据えた自分之ちの問題として意識

吋極めてi高い。そしてウグローパノレイじゃ少子高齢化の進むなか，持続苛能'ti社会保i量制反を確立し

ょcとレている社会であることに気村く姿を;t'l1)待したい。さらにヲ本題料（の学習が自分のくらしや

生今方約見識を広げるものであっ」て欲しレと府い空業を構憩しえ。

，~）会単売の内容と社会科 （：若えき問いをヤち；i尋求する盗との同わジ（こ二J い7

私た予とは「追求する姿」を次ぬように考えた（教科桔恕参照）。それはラ割り／：：lrし7乙「闘い」を

すちj舌顎Jに取り組む姿である。「さ1世紀の持続可能な公的年金制買はど応よさな去のか。また，

臣、地方公共晶体）や私たち！みとめようにかかわコてレるひ？ _J Eいう「向いJ主解決すろため

にす恰；）うにすることは，生徒が「間v，」の揮を予：起するごとfある。

1・-一ι~f.-'.f-の国i貢発行ム見付， tJf(:fO）山 i度を持j読するこーしV'0 L, tc:6~代市日
度¢改耳カ宝必更である。そして，回E』こ員担噌を強いξ〉τ：-if

－－~司竺！：竺一竺竺三一 一一一一一一 一 一 一 一i 
；（（：，干f:'2"7)内立にヨては2ιてぷγる t，上記の予想に hって追求してい 仁表：れ

-r ！，・ i" ，，弓壬ふ 3工
J 、－ eて ／し宍ミ！。

Jて心段昨でじノ二子混を三重付ゆる根拠ととる子！？ヰ等を集める活主なにi:C-8。

ぴ三更きn斗 生）諸外国の

②諸外国心国民の抗負担率

③諸外国

-:1ci一
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I －景気 I ｜・公的扶助 ｜ 
I 0不景気 I I 0 社会福祉 ! 
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三与引しJ
図1 単元構想図
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由民生活と

わかること

用語。人物

考えること

言問バること

素材

一人一人が問いをもち続

けるためには，いかに生徒

の固定概念をくつがえすか

が重要である。もしくは生

徒の考えの狭さや浅さをゆ

さぶることにより，さらに

もつことが大切であ問い

J与J。

評価（ふりかえり）ので

きる単元構想図を設定す

ること

「単元構想図Jを利用 L,

単元構想や授業構想をしっか

した上でラ授業中の活

う評価を明確にする日／字

〈図？

VJ 

〈金7時間）

国の役割など

各自が疑問

日本と諸外国の税ラ財．

にかかわる資料を比較

。保険証など身近な資料の提示ヲ

社会保障制度（去的年金制度）

1 －身近な教材との出会い（資

料）から疑問を創り出す。

,' 
_l_ 

♂ 

ら証

4 

ι刊
し

にそっア探τrnながら t

き司 i可が解決できないのかJなど

6 

拠を明らかにして

匂。

-41-

より，日本の国債発行高が世界的に見てラ多いということがわかる。

よりヲ日本国民に対する税負担は，世界的に見て低いことがわかる。

より同消費税を導入している国々の中で，日本は消費税が低いことがわかる。

以とよりヲ予想した「毎年の国慣発行高を見ると，院の年金制度を持続することは難しい。

がってラ制度の改革が必要である。そしてラ国民に負担増を強いる可能性が高いのでヲしっかり

と説聞ができる制度が必要で、ある」は解の 1っと考える。

さらtこラグトプや自分の考えがまとまったら，学級で発表し，最善解かどうか他者の意見

にいみんなで検討する。検討する際ヲ「公正と効率」「時間軸と場所軸」「社会的背景の明確化」

σ瑚点で、再考する。つまりラ「国民の税率負担は低いのでう所得税や法ん税を増やすよりラ消費税

を増やした方がよい（公正）。しかし，所得の高低もあるのでヲやはり多くのお金を持っている人

から多く税を払ってもらう方がよい（効率）。」という視点で，もう一度予想した解を検討すること

ポ糸ぷ（玄た 「いつごろヲ累進課税は導入されたか？なぜ，導入されたのか？（時間軸〉。それか

にιしパ特同欧の国々の社会保障と消費税の関係はどうなっているのか（場所軸）。」

らを踏まえて，予想した解が当てはまるかも検討したい。

この検討しヲ再考する活動では9 新たな疑問をもち，さらなる追求のきっかけになることが大切

と売える。そこで以下のような献の手立てを考えながら研究を進めている。そしてヲ旧主要因に

んで「判続ける」のか明確化していくことがラこれノからの研究を行う上での課題と考

一。しかしながらヲこのような単元構成をすることによってラ間いを創造し，探求する力を伸ばす

ことができる。そして，このような活動を取り入れることによって9 学び続ける力を身に付ける？

とができヲ追求，探究するようになることが示唆された。探究の手立てとしてはヲ次のようなこと

が挙げられる。

し

これ

v亡し1

①

②

③

 

具体的な学習。内容一主
U
1

日
付

属関計開

主な学習

、当

；ヮミ

生徒が自分のくらしや生き方にげつながっていると感じる単元を貫く課題を設定する 0,,

生徒が「向い」を創造し続けるようヲ課題解決の過程でも常に社会的事象に同き合える

よう体験を取り入れたりヲ資料の工夫をする。

単元の節目にラ社会的事象と自分とのかかわりに気付き，

施し，生徒の見取りをする。

深めるためのふりかえりを実

。

乏〉υ」ーう2令

己 cwy 

（例）どうして句日本は世界より

。いくつかの疑問の焦点化をし，

問いをグループで絞り込む。

（例）日本は匂どうやって債務を返していくのか（疑） 0 

・グループで絞り込んだ問いの正解を予想する。そして F

拠集めをする。資料の読み取りの質疑応答をする。

（例）臼本の社会保障の財源問題は，どのように解決できるのか（間入

、グループごとに司絞り込んだ問いの証拠集めをし，間いを解決する。

問いの解を視点ごとに検討しながらう単元の課題の解をまとめるの

2 

3 

。単元の課題を知札疑問

から問いを絞り込む。

。問いの解を求めて9

集から証拠集めをする。

何が解決でき，
マ ロロー←.μ..＂；，六？

とよる：：,S江Xi］三L

(3）本単元の円容における間いをもち追挺する盗を育成するた

本単元の課題を「21世紀に持続可能な公的年金制度とはちどのようなものか。国（地方公共団

〉ニ凡，~， l "co現行の公的年金制度を通して，「社i本）や私たちはどのようにかかわっていくのかJと訟疋し I

会保障の充実」「国や地方公共団体の役割」「財源の確保と配分からの財政の役割」「租税の意義と

役割 lについて考える。そして，少子高齢社会における社会保障の財源の確保と配分の問題の解決

聞こーいてラ消費税の負担者として自分をとらえヲ考えたことをまとめた札他者に説明Lたりす

ミ活動を取り入れる。さらに号グノ＇）／－ープで追求した成果を発表 L，矧全体で「効率と公正」「同＝

間斬！と場所軸J！＇社会的背景 j の視点で再考し守本当に最善解か検討することでヲ

｛可が解決できないのか句吹への疑問が生まれることを期待す‘る。そのために，日

につい

(W1Jlなぜヲ今ラ解決できないのだろうかはお。

＠少子高齢社会における公的年金制度とその財源確保の問題をどのよう

に解決すればいいのか考えよう。

7 ー松江年金事務所どの質疑

る。

える資料

を設定す、る。

ることで根拠ある議論になるよう工夫した

｛生徒が問いをもち続けるための教師の支援］

① 自分のくらしや生き方につながる単元の課題と社会的事象に向

生徒たちのくらしや生き方の見識が広がり深まる学習になるよう

生徒の固定概念を覆す資料の提示と知的好奇心をゆさ
乃f
〆ζ〉）
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4 課業の実際

以下生徒Aのノートを使って検証して

いきたい。

( 1）聞いをもっ場面の構想、（ 1 • 2時

間目）

社会保障制度に関係した諸外国と日本

の比較ができる資料を用意した。そし

て，自由な発想のもとラ一人一人が疑問

を考えた。右のノートの下に疑問や感想

が書いてある（図 2）。

0 デンマークに住みたい。

。なんで，これで成り立っているのかo

O 日本の債務はなぜ減らないのか。

。消費税を日用品と高額なもので分け

ている国があるそうです。なぜ，日本

はしないのか。

O社会保障は多いのに，税金は少ない

のは何故？

まずは疑問をはっきりさせる。疑問の

整理をしている（図 3）。

。デンマークはヲなぜ成り立つのか。

「まずヲ仕事に関してヲ少ない労働時

間でいるとヲ収入の割に税の徴収が多く

なるとラ払いきれなかったりヲ生活に崩

れが起きたりするのではないでしょう

か。」と整理している。

そして，疑問から問いを創るために9

グループで話し合いをしている。まず，

「なぜヲ疑問にしたのか」をグループ内

で発表する。そしてヲグループでヲ早：7じ

を貫く課題である 1~21世紀の持続可能な

公的年金制度とはラどのようなさまり

か？そしてヲ国（地方公共団体）や私た

ちはどのように関わってくるのか？」を

解決するのに必要な疑問かを検討ーし

3つが疑問から問いとい

うfl三で新たに創られたc 本校園の社会科ー

では9 問いは単元や小単元を貫く課題

f~i手 く疑問と定義をしている。

く間い〉

Ql ンマークのしく

図2 生徒Aの疑問

国 3 生徒Aの間いの創造

円
／
戸｝

 

ノ

ι

( 3～ 6時間呂）

Qlの解 デンマータはヲ消費税20%というかなりの税徴収である。彼らの収入は9 日本と同

じくらいだがラ社会保障制度がかなり充実しているのでラ教育や医療9 年金に対しての費用を国が

負担しているためヲその分残、ったお金を

休暇に活用できる（収入は特別に多くな

し＼） 0

Q2・Q3についてもうグループで資

料を根拠にして解を創り出している。

して9 単元を貫く課題の解をグルー

プで話し〆合い求めている。

徳政令を出し， 1度国債を踏み倒すこ

とそ考えている。国i責のほとんどは自国

である。だから， ］度、ゼロにして，

を考えはどうかと解を出している。

京たF 国債はそのままでいく。高齢者に

ヘバ／スプレーションをしたりラ定年引き

__c ！／プ〆どして9 さらに増税をし，て社会保障

制度とつり合いが取れノるようにサービス

の安住した向上を図る。

日本と比ベラ税の徴収が多い，働く時

間が少ない。レジャーや旅行をよくして

いる。どのような社会保障が成立してい

るか。

Q2 社会保障制度のしくみ

日本の税負担が軽いのはヲ社会保障に

関わってきているはずである。だから，

日本の社会保障のしくみを調べる。

Q3 国の債務返済方法

このまま上がっていくとヲ破たんして

しまう。どのようにするべきかを考える

めにう現在の返済方法を調べる。

次に追求する段階になる。グノ｝／－

Ql～Q3の解を予想する。そして，調べ

るようにする。調べる際には，資料を根

拠にして解を求めるようにした（図 4）。

,(2）問いをもち追究する姿の育成、

、＇,・, いる E1 ) 。

図4 生徒Aの追求の場面

図 5 生徒A

ワリ



1 学び続ける子どもとは

学子続ける子どもとはヲ「どうしても学びたいJという意欲と実際に「学び耐ることができる」

もった子どもである。そして社会科でその育成が求められる！学び続ける子ども」とはラ社会

的？や問題同日間い附，追究することが大好きな子ども、であり，社会的事象や社会の問題

！読み解く力」 lJ をもった子どもであろう。社会的事象や問題に；tすして問いカ吋＼追究すること

きな子どもを育てるためにはヲ実際にそのような活聖

れマはヲ社会的事象や社会の問題を「読み解く力」とはどのような力だろう 一 寸

を読み解いていくためには，社会に対して次のような「問い」をもつこと

＠どうなっているか（いつ，どこ9 誰が，何をラどのように，どのような）

社重量科に著吉村之島学校繍けるそ子ども

'",• 
心〉。

る。

「どうしたらよいか」と間いラ

「間い」を持ち続ける子ど

沼u 問い続ける子どもを育てる社会科学習

問い続ける子どもを育成するためにはラ次のような「社会を知る」「社会をわかる」「社会にかか

る」ための学習を実際に子どもが経験することが必要である。

。なぜか a どうしてか

・どうしたらよいかう善いか悪いかラどの解決策が望ましいか

社会的事象や社会の問題に対してヲ「どうなっているか」 Iなぜか」

えを求めていく力が社会を「読み解く力」でありヲこのよう

問い続ける子どもの育成が求められる。つまり，9
 

4
心

そしてヲ右のマトリッグス表を使っ

てヲ事例のように司黒板にグループ。の解

を書き，マトリックス表のどこになるの

か9 全体で検討会を行った。マトリック

ス表の大印に迫るためにはq どのように

グループOの解を修正しラ最善解に近づけ

ていけばよいか，他のグループ。の意見を

聞くような場を設定した（園 6）。

探求の最善解は次のようである。

国債があるために借金が多いしヲ

経請負担が大きいので踏み倒す政

策を考える。実現するために，ま

ず銀行が倒産しでもラ安定した国

民生活ができるように政府が大き

な資金を準備する。

また国民に労働雇用を準備する。

政府が最低労働法を作り，働いて

いる国民にはヲ安定した生活を保

障するようにする。

。社会を知る学習

社会的事象に

マトリックス表国 6
'-

資料から必要な情報を読み取り 9

わ

その

そ

同い繍ける子どもを育てる教材の開発

したように，社会を「読み解く力」を育てる社会科授業には問いの成立が不可欠である。

にはう子どもが「おかしい」 9 「不思議だん「変だん「おもしろそうだJと興味見 .J., J 九 ＇ VI,

ごいなJと感動する教材q 多様な問いが生まれる教材，一人ひとりの子どもにとって切実な向

まれる教材，調べ考えていくうちにさらなる問題が見つかる教材を開発していぐことが必要

そのような教材開発の視点としてヲ次の三点をあげたい2¥
中で直面した課題を9 工夫。努力酌協力し

事象相互の関係やその意味＠意義を考えて，

と問いヲ課題解決の方法や方策を判断し

と問いかけ，「どうなっているかJ

と問いかけヲ

ったことをまとめる。

にかかわる学習

・＂社会的事象に対して「どうしたらよいか」

まとめる。

百人間

「なぜか一｜

して

矢口ったことをまとめる。

を、わかる学習

...社会的事象に対して

品同

,r 
" ',• 

！，、1

しているがら

5‘おわりに（7時間関）

成果については，社会科部の「問い」の定義ができた。

またラ「問い」の創造から「最善解」を求める追求・探究の学習スタイノレの 1つが完成できたこ

さらには生活と結びつけて「問い」を見出すことができた。そして，グループでの話し

合いに「効率 a 公正」の視点を入れることやマトリックス表を使って自分の考えを可視化できたこ

となどがあげられる。

参会者から「年金をやめる」「定年を上げる」「国債を踏み倒すJなど匂やや乱暴な意見があり

丈夫かという指摘があった。単元の最後には，松江年金事務所との対談とセミナーを設定した。そ

こでヲ生徒のさまざまな意見を聞いて、もらった。その中で世論や資金など匂様々な問題がありヲ定

年を60歳から65歳に引き上げる政策もヲなかなか前に進まない現状についてラわかりやすい説明

を聞いた。生徒たちはヲさまざま立場から社会保障制度について学習を深めることができた。生徒

「セミナーを受けて句非常に年金についての理解が深まりました。授業の中でやっていた解

うところも多くラ自分の考え方が浅かったんだなと思いましたj と自己評怖できた。

スタイルは9 疑問からスタートしラ単元を貫く課題を解く間いを創り q 単元を貫く課題

をグループで話し合い，解を出した。そしてりさらに効率。公正のマトリッタス表を工夫い学級

ノゲ11ープの解を再検討し句グ／レーブに返り向再考し？最善解を導き出す学習活動で

とである。
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